
Keyword

地域公共交通を運行している多くの自治体等は、赤字運営
が続く中、財政的・人的問題を抱えながら運行しています。そ
のため自治体では、運行エリア、停留所の位置等の運行計画
を見直すことが重要な課題であり、運行事業者は乗務員不足
に加え、保有する車両数で効率的に運行するための施策を講
じる必要があります。

現在、同学部稲永研究室は複数の自治体等と連携して、各
地の乗降客データをAIで解析することを試みています。本研究
では、稲永研究室が開発している「地域公共交通運行管理
支援システム」で収集した乗降客データを活用します。地域イ
ベントの開催や季節的繁忙などによる未来の乗降客を予測
し、安全な運行管理を目指します。

AIによる地域公共交通の過去データを
用いた未来の乗降客予測と
その応用に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

地域公共交通運行管理支援システムの実用化に関する研究
細胞内シグナル伝達系の制御ネットワークを用いたシミュレーション解析に関する研究

その他の研究テーマ

地域公共交通×ICT ●地域の移動を“見える化”することで未来の乗降客を予測します。
●地域公共交通運行管理支援システムで総合的に支援できます。

Point

地域公共交通、コミュニティバス、ICT、GTFS、標準的なバス情報フォーマット

地域イベントの開催や季節的繁
忙などによる乗降客の傾向を予
測します。

●地域のイベント、年末年始や
大型連休など本数増減に伴う
必要な車両や乗務員を管理し
たい

●運行エリア、停留所の位置、
必要な乗務員数などの運行
計画を見直したい

過去データに基づき、地域内の
移動を予測することで、適正か
つ合理的で安全な運行管理を
提案します。
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Keyword

MCを使用して複雑な輪郭の精密加工においては、加工輪
郭の形状精度が使った工具経路の運動誤差と強く関連してい
る。工具経路の運動誤差の影響を把握するには、MCのNC
制御の詳細が必要である。しかし、通常では、MCの使用者
にこのような技術情報が開示されていない。
本研究は、MCの使用者の立場から、特定のMCを対象と

し、簡単な工具経路運動誤差モデルを構築したうえで、簡単

な実験によってモデルに必要なパラメータの値を同定する。そ
の結果、切削実験をせずに、多数の直線または円弧補間セグ
メントからなる工具経路の運動誤差を正確に推定して把握す
ることができる。したがって、この手法を利用すれば、加工効
率を向上すると共に、加工精度を保証する立場から、切削パ
ラメータの妥当性の事前検証が可能となる。

NC加減速運動に起因する
マシニングセンタ（MC）の工具経路の
誤差推定

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

平面・回転面複雑輪郭の形状偏差評価法
位置決めの残留振動を抑制するカム曲線・運動曲線の最適化

その他の研究テーマ

輪郭形状加工精度の
評価技術

●切削実験をせずに、切削パラメータの妥当性の事前検証が可能です。
●加工精度を保証すると同時に、加工効率の向上につながる効果があります。

Point

輪郭形状の加工精度、マシニングセンタ加工精度評価技術

ワーク輪郭形状のシミュレーショ
ン結果に基づき判断する。

●複雑な輪郭を有するワークの
加工精度が確保されている
か？

●より高い加工効率を達成可
能であるか？

シミュレーション結果に基づいて
加工条件を調整する。
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